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　人口構造の急激な変化により各地域の傷病構造が大きく変化している．地域医療構想に先立って出された推計で示
された変化が現実のものとなりつつあり，診療報酬の改定もその変化への対応を迫る形になっている．また，入院患
者のニーズは複合化している．すでに要介護状態にある高齢者が発症する肺炎や心不全の急性増悪への対応が増え，
急性期病院への入院に占める割合が高くなってきている．このような患者は治療後状態が落ち着くと，直接介護の現
場や在宅に戻っていく．そして，その受け入れ態勢の可否が平均在院日数に影響する．つまり，急性期医療から慢性
期医療のニーズ，そして医療と介護ニーズの複合化が高齢化とともに進んでいる．本企画では，こうした変化に各病
院がどのように向き合って病床機能を整備していくのか，あるいは整備しようとしているのかについて，広く関係者
の考えを伺った．  ［企画・松田 晋哉］
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